
平城京左京二条二坊五坪の闘査
（平城宮跡第204次）

現士也貢兒 1ザ！会浮茫和I・ 1089年9月2日（土）

奈良国立文化財研究所 平城宮跡発掘開査部

澗査地 奈良市浪旅寺町
欄査而積 850対
澗査期間 1989年7月25日～

くはじめに＞
この澗査は「そごうヂパート」駐車場迎成にともなう事前腺査で

ある。圃査地は平城＇甜東院の南にあたる一画であり、従来から平城
宮との関述などが注目されていた垂要な場所である。五坪について
は昨年（奈良市教委による澗査）と本年4月（奈文研、平城宮跡第1
98次B区脚査）に脚査が行なわれており、今回は3回目にあたる。

＜遺構の概泄＞
訓壺地の拾本的｝料）字は、上から耕土、床土、 Ilff灰褐土（遺物包含
層）、地山である砂暦・粘土層に至るが、後述する門や築地雨落滞

の周辺には地山上面にひろがる幣地暦があるu
検出した遺構は、掘立柱建物7棟以上、礎石建物］棟、塀4粂、澗8
条以上、井戸1甚、摘1}ふなどである。これらの遺構郡は、重複関係、
出土遺物、建物蔀i爵や、本年春に行なわれた今回の開査区の東隣地
区の脚査の成果を考え合わせて、奈良時代における五時期の変遼を
想定したc

A期（遷都当初） 五坪南i前には接地塀があり、この時期にはい
まだI'りは開かれていない。築地塀をはさみ南に二条大路北側溝、北
に築地雨蒋溝が東囲に走り、第地心から北へ約8.3mの位罹には柱間
lO尺 (3m)の1liI立柱塀 (JJjf.1)がある。
B期（天平年間） 五坪南面の築地塀の中央に掘立柱の門（門1、
桁行‘2flll、1:11競等Illl)が開き、 このl'りの北約50mに東西棟の大形建物
（建物1、梁行4間、桁行2間以上、 10)や等lIO)が建つ。また、五坪東
辺部には畏大な南北棟建物（桁行2(）IIll以上、梁行41lll、8尺等llIl)が ヽ

あり、全体として官術的な建物配罹を示す，，二条大路路「lii上には東
西両端がとぎれた堀（束西大澗（北）、 II叡2.am、翌1!1.3m)があり、
この堆積土下層にけ数多くの木簡土器を含む木周）！りがあぶ
C期（奈良時代後半） 南面のI1りが澗石建ちの門 (I"訟桁行1.11{！

• 15尺、棠行lnn.8尺）に変わる、，門を入った東には南北塀（胡靱、
15ll0以上、柱lllllO尺）があり、門の北50尺 (15m)の位爵で東に折
れる。

D期（奈良時代後半） 南而の門は変わらないが、門前if0のここ粂
大路北側溝がコ字形に南に張り出し、 itAには簡単な楢が築かる、，こ
の職の外側には小さな塀（塀3.(ll閉• 6尺）があり、目暉塀かと考え
られる。門を入ると大きな井戸があり、さらに北には東西にのびる
単廊（桁行9~10尺、梁行訳）があり、五坪を南北に二分すな
E期（奈良時代末） 門前面の溝の流れがゆるやかな曲がりとな
り、内部の建物も建て替わる。五坪中央に柱根元に十牢形に礎板を
据えた、強固な建物（建物2、梁行総長45尺）がある。

</h土遺物＞
遺物は発掘区の南にある東西大湖（北）に堆積した木屈隈 Iれにあ

る大堂の木節をはじめ、木製品、土器、瓦など注目すべきものが移
い。土器は士師描・須應器の食：僻類が多い。扇誉土¥怜も少敬存在す

な肝瓦では平城宮と共通するものが目立つ。木閣品にはrtl1物奔札柑
・漆僻などがある。

くまとめ＞ 南北に罹ll]畏い調唖区であり｀建物としてまとめるには
かなりの推定をともない、さらに全体の建物配院となると想定の城
を出ない。このような前提のもとではあるが、今拙国の主な成果は
以下の点である。

］） 二粂大路に開＜rりが荘坪の1れ軸絲．r．にあり、一111-「以jご
の敷地利用であること。

2) 大規模な建物、 j})手があり一般の旗内宅地の様相とは異
なり、平城嗚康眺南方地区の特異な性格をうかがわせ
ること0

3) ］遺内の建物配料が1叩［I！ごとに大きく変化すること。
4) 木ff打をはじめ痙熙な数多くの遺物が出土したこと，9
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